
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

県社協ニュース“やまぐちのふくし”では、毎月１回発行し、制度や施策の動向 

など、随時情報提供していきます。 
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令和３年１２月９日（木）カリエンテ山口（山口県婦人教育文化会館・山口市働く婦人の

家）大ホールにて「令和３年度ふれあいいきいきミーティング」を開催しました。 

昨年に引き続き、コロナ禍での開催となりましたが、検温、消毒、換気など感染防止対策を

徹底し、７３名の方にご参加いただきました。 

 第１部は、「日常生活から考える健康づくり-身体活動が与える影響-」と題して山口宇部医

療センター理学療法士 石光 雄太（いしみつ ゆうた）氏に、チェックリストを使い日頃

の生活を振り返りながら、運動と食事どちらも重要である、という内容で実技を交えながら

講義していただきました。 

 第２部は、「ふまねっと運動で、心も体も健康イキイキ！」と題して、山口県立大学副学長 

田中 マキ子（たなか まきこ）氏よりレクリエーション講座を行いました。ふまねっと運

動とは、50 センチ四方のマス目でできた大きな網を踏まないようにゆっくり慎重に歩く運

動です。参加者からは、「みんなと話しながら笑いながら声をかけ合ってできる、いい運動だ

った。」「高齢者に合わせたリズムで行ってみたいと思った。笑いがあるのが良かった。」など

の感想をいただきました。歌に合わせて手拍子をしたり、歩き終わりにポーズを取ったり、

終始和やかな雰囲気の中で行われました。 

◆問合せ先 

生涯現役推進班 

 TEL：０８３－９２８－２３８５  FAX：０８３－９２８－２３８７ 
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「ラフターヨガ（笑いヨガ）セミナー」

ラフターヨガ（笑いヨガ）とは、 

笑いとヨガの呼吸法を組み合わせた健康体

操。笑うことで多くの酸素を身体に取り入

れ、心身ともにすっきり元気になります。 

～ラフターヨガ（笑いヨガ）の歴史～ 

インドの医師である夫とヨガ習熟者の妻に

よって考案。１９９５年インドで５人から始

まったラフターヨガは、現在１１０カ国以上

に広まっています。 

１２月３日（金）、山口市産業交流拠点施設 KDDI 維新ホール（２階会議室）にて、求

職登録されている方、介護福祉士等届出登録をされている方を対象に、「ラフターヨガ（笑

いヨガ）セミナー」を行いました。 

講師の平山英子先生は、インドでヨーガ修行を受講され、山口でヨーガ講師として活動さ

れている中で笑いヨガと出会い、ラフターヨガインターナショナル認定マスタートレーナー

の資格を取得、現在も、研修会講師やレッスンを開講され、幅広く活動されています。 

  

コロナ感染拡大防止のため、向かい合って握手したり触れ合ったりすることができないの

で、今回は自分でできる色々な動きと笑うことのエクササイズをご指導いただきました。 

 セミナーの中で、①ラジオ体操→②ラジオ体操の動きの中に「ハハハッ」という笑いを加

える→③笑いを加えた２倍速ラジオ体操、の３回連続ラジオ体操をしました。さすがに汗が

出てきましたが、身体も心もいっきにほぐれました。 

 参加者の方々からは、「とても楽しい内容でした。」「優しい語り口で楽しく受講できまし

た。」「いつの間にか本当に楽しく笑っている自分がいました。」「介護の職場にも生かしてい

きたいと思います。」とのご感想もいただきました。 

 感情を込めなくても作り笑いでも、「ハハハッ」と声に出すだけで身体と心に良い影響を与

えます。この健康効果が、老人福祉施設などでも必要とされるのだなと感じました。 

今後も、役に立てるような機会を提供していきたいと思います。 

◆問合せ先 

福祉人材部（山口県福祉人材センター） 

TEL:０８３－９０２－２３５５  FAX：０８３－９０２－５８７７ 
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１ 生活支援部とは 

 「資金班」と「生活支援班」の２班で構成されており、各班では、主に次の業務を行っていま

す。 

 

資金班 生活福祉資金貸付事業の円滑な運営 等 

生活支援班 
地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）の推進 

地域生活定着促進事業の推進 等 

 

２ 資金班の事業の概要 

（１）生活福祉資金貸付事業の実施 

 低所得世帯をはじめ、高齢者世帯や障害者世帯の方々のニーズに応え、経済的自立及び生活意

欲の助長促進並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安定した生活を送れるよう、関係機

関・団体等と連携しながら、資金の貸付や相談支援を行っています。 

 ○緊急小口資金等特例貸付（新型コロナウイルス感染症関連）の貸付と相談支援 

 ○総合支援資金の貸付と相談支援 

 ○福祉資金及び教育支援資金の貸付と相談支援 

 ○不動産担保型生活資金の貸付と相談支援 

 ○要保護世帯向け不動産担保型生活資金の貸付と相談支援 

 ○臨時特例つなぎ資金の貸付と相談支援 

○生活福祉資金貸付審査等運営委員会の開催  など 

 

 

（２）社会福祉安定資金貸付事業の実施 

 社会福祉事業を経営する方に対し、民間社会福祉事業の安定的な運営が確保できるよう、必要

な資金の貸付を行っています。 

 

 

（３）児童養護施設退所者等に対する自立支援資金貸付事業の実施 

 児童養護施設を退所された方などに対し、就職や進学後の安定した生活基盤を築くために、生

活支援費や資格取得費等の貸付を行っています。 

 

 

山口県社会福祉協議会の部所紹介 
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（４）ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業の実施 

 経済的に厳しい状況に置かれたひとり親家庭の親に対し、就職に有利な資格の取得を目指し、

自立の促進を図ることができるよう、入学準備金等の貸付を行っています。 

 

 

 

３ 生活支援班の事業の概要 

（１）地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）の推進 

  認知症や障害（知的障害・精神障害）などのため、判断能力が十分ではない方や日常生活に

不安のある方に対して、福祉サービスの利用援助や日常的金銭管理サービス等を行い、誰もが

住みたい地域で安心して生活できるよう支援を行っています。 

  ○事務局審査会及び契約締結審査会の開催 

  ○市町社協専門員会議の開催 

  ○市町社協新任担当者研修会の開催   

○市町社協に対する現物調査の実施  など 

 

 

（２）成年後見制度の利用促進 

行政機関及び専門職団体等と連携しながら、市町行政における中核機関設置に向けた支援

や市町社協における中核機関の受託、地域連携ネットワークへの参画に向けた支援等を行い、

成年後見制度利用促進にかかる取組を進めています。 

  ○条件不利地域市町への専門職派遣によるサポート体制の構築 

  ○条件不利地域市町での相談後に対する広域の受任調整体制の構築  など 

 

 

（３）地域生活定着促進事業の推進 

司法関係機関及び福祉関係機関、専門職団体（県弁護士会、県社会福祉士会、県精神保健福

祉士協会）、行政機関等と連携・協働しながら、高齢または障害を有するために福祉の支援を

必要とする矯正施設出所者等が地域に定着し、安定した生活ができるよう必要な支援を行っ

ています。 

  ○福祉サービス等調整計画検討委員会の開催 

  ○山口県地域生活定着支援センター連絡会議の開催 

  ○罪を犯した人の支援に携わる福祉関係者のための研修会の開催 

  ○矯正施設見学会の実施  など 
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こくみん共済 coop〈全労済〉山口推進本部 様 

横断旗贈呈式が行われました 
 

こくみん共済 coop〈全労済〉では、未来ある子どもたちを交通事故から守りたいという思い

から横断旗の寄贈を行われており、これまでに全国の児童館や小学校などに３２０，８００本の

オリジナル横断旗を寄贈されています。 

 このたび、その横断旗を山口推進本部から本会に寄贈いただくこととなり、贈呈式を執り行い

ました。 

 

日 時  令和３年１２月７日（火） 午後１時３０分から午後２時まで 

会 場  山口県社会福祉会館 ３階 Ｗｅｂ等会議室 

 

寄贈品：横断旗   １，３６０本 

    ※本会を通じて 13 市町社協に寄贈 

次 第： 

  （１）あいさつ こくみん共済 coop〈全労済〉山口推進本部 本部長 中繁 尊範 氏 

（２）贈 呈 こくみん共済 coop〈全労済〉山口推進本部 本部長 中繁 尊範 氏 

（３）お礼の言葉 社会福祉法人山口県社会福祉協議会     会 長 隅  喜彦 

（４）写真撮影 

 

出席者： 

贈呈者 こくみん共済 coop〈全労済〉山口推進本部 本 部 長  中繁 尊範 氏 

部  長  浅田 晴男 氏 

課  長  堀  堅一 氏 

 

受贈者  社会福祉法人山口県社会福祉協議会    会  長  隅  喜彦  

専務理事  小野 嘉孝  
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◆問合せ先   

総務企画部 総務班 

TEL：083-924-2777  FAX：083-924-2792 

日 時：令和３年１２月１５日（水） 午後２時～午後２時４０分まで 

会 場：山口県社会福祉会館 ３階 Web 等会議室 及び 前庭 

一般社団法人 生命保険協会山口県協会 様  
令和 3 年度 福祉巡回車及び助成金贈呈式が行われました 
 

一般社団法人 生命保険協会 山口県協会では、社会貢献活動の一貫として、協会加盟各社

の協力により、福祉巡回車の寄贈並びに、障がい者支援を行っている団体に助成を行ってい

ます。この度、本会を通して、周南市社会福祉協議会、山口県肢体不自由児（者）父母の会連

合会への寄贈が決まり、贈呈式がありました。 

出席者： 

贈呈者  一般社団法人 生命保険協会 山口県協会 

     副 会 長    森田 修二 氏 

                    事 務 局 長    山部 宏明 氏 

受贈者  社会福祉法人周南市社会福祉協議会   

会   長    佐原 昌弘 氏 
 

         山口県肢体不自由児（者）父母の会連合会 
会   長    福田 修三 氏 

                    事務局次長    小林 伸道 氏  

山口県社会福祉協議会 会   長    隅  喜彦  

            専 務 理 事    小野 嘉孝 

寄贈車：福祉車両（ダイハツ ミライース B） 

〔累計 ３９台 （H３年度から）〕 
 
寄附金：１００，０００円 

〔累計 １３団体（Ｈ21 年度から）〕 
 
次 第 

（１）一般社団法人 生命保険協会 山口県協会 会長あいさつ 

（２）出席者紹介 

（３）福祉巡回車・助成金 贈呈 

（４）謝辞・感謝状 贈呈 

（５）山口県社会福祉協議会 会長 お礼の言葉 

（６）写真撮影 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


